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専修大学文学部人文学科社会学コース 1989 年度卒業論文（1990 年 3 月卒業） 
 

現代家族における離婚問題  

川崎の花卉栽培  

社会主義研究  

自動車交通環境を考える  

DINK 式ライフスタイルの考察  

近代における町の形成と村落  
－栃木県上三川町の実態調査－  

ある少女の生活史  

町の活性化と都市との交流事業 

－新潟県川口町と東京都狛江市との交流事業の調査－  

男と女のラブ・ゲーム  

日本自動車産業成長について  

日本経済の国際展開  

中高年のライフプランと企業  

能力主義と今後の日本的雇用慣行について  

ゆとりについて  
－休日休暇からみる労働者生活の現状－  

ああ 重役  
－‘80 年代の学歴白書－  

大学生の就職意識  

日系企業とマス・メディア  

鉄鋼業における賃金体系の変化について  

職業構造の変化と人材派遣業  

女性の専門職  

労働市場の変化と終身雇用制度  

ポストモラトリアムの産業論的研究  

新世代の若者意識論  

祭りの肖像  

現代の若者とファッション  

「笑い」論と現代の「笑い」観  
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現代日本におけるモータリゼーションと自動車の消費  

流行と社会  
－流行採用の動機と社会的影響力について－  

「精神薄弱者」の就労問題  

養護施設の処遇形態とアフターケアの実際に関する一考察  

現代の家族問題と少年非行  

障害児のリハビリテーションの観点から見た水泳  

養護施設退所児童の中卒就労自立におけるアフターケアの重要性  

タイの売春問題  

老人の介護問題  
－介護のあり方－  

高齢者の雇用の実態と、その雇用の保障についての考察  

高齢者の住宅について  
－東京都を対象に－  

ゲーム理論の研究  
－よりよいつき合い方を求めて－  

変わりゆく家族に関する考察  

都市の自動車交通  
－歩行者との共存へ－  

河川についての一考察  
－水辺再生に向けて－  

ウォーターフロント開発にみる千葉県の新都心の可能性  

江戸～昭和初期にみる東京の盛り場についての考察  

環境問題  
－現状と対策－  

日本型リゾートの現状  
－白馬とニセコの事例を中心にして－  

『日本人』を考察する  

現代社会の家族と子どもの社会  

いじめについて  

マスコミの虚像性と操作性  
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＜各ゼミナール代表論文＞ 

【芥川集一ゼミナール】 

J.P サルトルと集団の理論  

【米地實ゼミナール】 

現代における日本人の家意識  

【柴田弘捷ゼミナール】 

日本の労働力流動化時代にむけて  

【川本勝ゼミナール】 

現代広告における意味づけ機能とライフスタイル形成の構造  

【宇都榮子ゼミナール】 

寿町・ドヤ街 －イメージと真実－  

【広田康生ゼミナール】 

“東京一極集中と地方の衰退”について  


